
2018年 11月 16日 

一般財団法人 食品安全マネジメント協会 

 

JFS-C規格・認証スキーム（セクター：EⅣ）の 

GFSI承認取得について 

 

一般財団法人 食品安全マネジメント協会（JFSM）は、JFS-C認証スキーム及びそ

の規格（セクター：EⅣ）について、Global Food Safety Initiative（GFSI）のベ

ンチマーク要求事項を満たした規格として、10月 31日に GFSIにより承認されまし

たことをお知らせいたします。 

 

１．GFSI承認の概要 

・承認された基準文書： 

JFS-C認証スキーム文書 Version 2.3 

JFS-C規格（セクター：E）Version 2.2 

・承認されたセクター：EⅣ（常温保存製品の製造・加工） 

・GFSI審査の基準文書： 

GFSI Benchmarking Requirements (GFSI Guidance Document Version 7.1) 

 

２．セクターEⅣに係る運用実績（2018年 10月末現在） 

（１）契約認定機関（申請条件：1機関以上） 

・公益財団法人 日本適合性認定協会 

 

（２）契約認定機関より認定を受けた契約認証機関（申請条件：2 機関以上） 

・一般財団法人日本ガス機器検査協会 QAセンター 

・日本海事検定キューエイ株式会社 

・一般財団法人日本規格協会 審査登録事業部 

・日本検査キューエイ株式会社 

・一般社団法人日本能率協会 審査登録センター 

・株式会社日本環境認証機構 

・一般財団法人日本品質保証機構 マネジメントシステム部門 

 

（３）契約認証機関より認証を取得した組織（申請条件：10組織以上） 

2018年 10月 31日現在で 31組織が認証（セクターEⅣ）を受けている。 

（詳細は https://www.jfsm.or.jp/scheme/registered/index.php を参照） 

 

３．承認の経緯 

・2016年 7月 
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JFSMが JFS-C規格・認証スキームの運用を開始した。第 1号の認証が同年 9月

6日に登録された。 

・2017年 9月 

認証実績が申請条件を満たしたことから、GFSIに承認申請した。 

・2017年 11月～ 

GFSIが JFS-C規格・認証スキームに対する承認審査を開始した。 

・2018年 3月 

GFSI審査員が JFSM に対して事務所審査を実施した。 

・2018年 8月 

GFSI審査員が JFS-C認証スキームの運用実績について追加審査を実施した。 

・2018年 9月～10 月 

GFSI審査員による審査が終了し、その審査報告書が GFSIウェブサイトに公開

され、4週間の意見募集（パブリックコンサルテーション）が実施された。 

・2018年 10月 31 日 

GFSI理事 21名による電子承認投票が行われ、JFS-C規格・認証スキームが承

認された。 

 

４．GFSI承認の効果 

GFSI承認により、次の効果が期待できる。 

① JFS-C規格の認証を受けることにより、食品事業者は、自社の食品安全マネジ

メントが国際的に認められた水準にあることを対外的に示すことができ、輸出

取引が容易になるとともに、ビジネス拡大につなげることができる。 

② 東京オリンピック・パラリンピックのように、日本国内における国際的イベン

トのための食品調達においても、国際的な食品安全管理規格を取得していれば

有利になる。 

③ 現場の従業員にわかりやすい日本語で書かれており、国際的な食品安全管理規

格を導入する際の言語障壁を取り除き、食品製造の現場に食品安全文化を浸透

させることができる。 

④ 中小規模の食品事業者であっても、JFS-Aや JFS-Bの規格を活用することによ

って、改正食品衛生法による HACCP制度化に対応するとともに、国際標準への

更なるステップアップにつなげることができる。 

⑤ 食品の製造加工を対象とする JFS-Cと農産物の生産を対象とする ASIAGAPによ

って、フードチェーンの主要セクターを網羅することができる。 

⑥ JFSMと日本 GAP 協会が GFSIに承認された認証プログラムオーナーとなったこ

とにより、食品安全マネジメントに関する国際的なルールメーキングに参画す

ることできる。 
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今般、「セクター：EⅣ」での承認を得たが、EⅠや EⅡ等のセクターについても申

請要件（10件以上の認証実績）が整い次第、順次拡大申請を行う予定。 

 

JFSMは、JFS-C認証スキーム及びその規格が国際的に認知され、広く活用される

よう、引き続き普及活動や認証実績を積み上げ、社会全体の食品安全向上に貢献で

きるよう不断に努力をしてまいります。 

 

 

注1) GFSIとは、Global Food Safety Initiative の略で、世界最大の消費財企業の

業界団体であるコンシューマー グッズ フォーラム（世界中の小売業者、メー

カー等 400社が会員）の食品安全をテーマにした分科会組織。21名の理事会で

運営されている。 

注2) 現在、GFSIの承認を受けている認証スキームは、FSSC22000、BRC、SQF、IFS、

GLOBALG.A.P.、GRMS、CANADAGAP、Global Aquaculture Alliance、PrimusGFS

がある。（なお、China HACCP他２つのプログラムが規格の技術的同等性を確認

されている。） 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

一般財団法人 食品安全マネジメント協会（JFSM） 

URL：https://www.jfsm.or.jp/ 

西谷、亀山、大羽 

電話：03-6268-9691 

E-mail：office@jfsm.or.jp 

 


